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私は小さな町で開業して27年､ これまで来院していただいた患者さんは約１万人になる｡

数年前診療所の前に斎場ができた､ 最近葬儀の案内に患者さんの名前を多く見るようになっ

た｡ 完成した義歯を装着することなく亡くなった患者さんの棺にその義歯を入れたこともあ

る｡

末期ガンの患者さんから訪問診療の依頼があった｡ 行ってみると前歯がぐらぐら動いて咬

めない､ ２度ほど自宅で治療したが改善されないので､ 本人､ 家族､ 医師､ 介護職と相談し

診療室に運び治療することとなった｡ 動揺している歯の固定､ 義歯の調整､ 歯石の除去など

の治療を行った｡ 帰り際に ｢先生､ 夜の明けたごたる､ 気もちん良～なった､ ありがとう｡｣

と言ってくれた､ 次の日に訪問すると ｢何でん食べらるっごつなって､ 生き返りました｡｣

と言ってくれた｡ その３ヵ月後には息を引き取り､ その斎場でお別れをした｡ 奥様から ｢じ

いちゃんな､ 腹いっぱい飯食ってあの世に行きました､ 先生ありがとう｡｣ と言ってくれた｡

数年前には健康づくり推進委員として地域の中で共に活動した仲間の一人である｡

義歯の装着前に入院をされた患者さんには､ 家族の方と連絡を取り病院に訪問し新しい義

歯を装着した｡ そのおばあちゃんは ｢新しか入れ歯の入って何でん食べらるっけんうれし

か～｡｣ と言ってくれた｡ 自分の口で食べられることは患者さんにとって何よりの喜びである｡

27年間の診療の中で最近はそのような ｢かかりつけ歯科医｣ あるいは ｢主治医｣ として最

期まで患者さんと関わることが多くなった｡ 幸せなことであり､ その役割を痛感している｡

厚労省が進める地域包括ケアシステムは､ 医療・介護・福祉の連携により患者さんや家族

が住み慣れた地域や在宅で支援やサービスを受けられる環境の整備とされており､ 生きる力

を支える生活の医療としての歯科の役割も重要である｡ 高齢化社会の中でがん､ 脳卒中､ 認

知症､ 障がい者の患者さんの増加は私たち歯科医療の役割に大きな変化をもたらし､ 摂食障

害､ 嚥下障害､ 誤嚥性肺炎､ がん治療による口腔内の有害事象などは診療室では対処できな

い在宅や病院・施設での医科や多職種との連携による歯科診療が期待されている｡

これからは､ むし歯や歯周病を治す､ 冠を被せる､ 義歯を入れるといった診療所完結型の

歯科医療から､ 地域の中で食事や会話､ 運動といった生活の質に歯科としてどう関わってい

くのかが重要となる｡ 歯科医師､ 歯科医師会が地域の医療・介護のネットワークに参画し､

歯科の役割を十分発揮していく必要があるが､ まだまだ進んでいないのが現状である｡

地域包括ケアシステムの構築における医療連携は､ 現在の歯科界にとっても ｢潮目｣ であ

り､ 乗り遅れるわけにはいかない｡
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１. 開会：小島副会長
２. 挨拶：浦田会長
本会では､ がん患者のための医科歯科連携

事業をはじめ医科との医療連携を進めていま
すが､ それぞれの事業における担当の先生方
のご協力､ ご努力のおかげで､ 順調に進んで
おります｡ さらにこの医科歯科連携事業に関
連して､ 先程､ 理事会に先立って､ 県医師会
より ｢熊本県地域医療情報ネットワーク構想｣
についての説明がございました｡ これは新財
政支援制度において､ 医師会を中心に医療系
団体がオール熊本として､ 患者さんの情報共
有システムを構築しようというもので､ 本会
も参画する予定であり､ 私たちが進めている
医療連携事業においても大きな役割を果たす
ものと期待しています｡
その新財政支援制度 (基金) について､ 平

成26年度に本会が提案した13の事業のうち､
11の事業が採用され､ うち７つの事業が新規
事業として認められました｡ その他の事業は
委託事業への振り替え､ 或いは､ 次年度に継
続検討となっており､ 採用数は他団体と比較
しても突出して多いものとなっています｡ こ
のことは､ 熊本県が､ 私たちが進めてきた医
科歯科連携事業を評価して頂いているという
ことの表れだと思っています｡ 歯科医療の今
後の発展は､ これまで歯科が関わりをもたな
かった分野といかに連携ができるかというこ
とが重要であり､ そのことを会員の先生にも
丁寧に説明し､ 少しずつでも協力していただ
きながら着実にいきたいと考えています｡
平成27年度の新財政支援制度においては

｢介護｣ 分野も対象となり､ それを見据えた
事業提案を行う予定です｡ 限られた基金の中
で､ 提案した多くの歯科事業が採択され､ 展
開できるということは非常に喜ばしいことで
すが､ 同時に大きな責任を負うことにもなり
ます｡ 県民の期待に応えることができるよう
に､ これまで以上に身のある事業を進めてい
きたいと思いますので引き続きご協力の程､
宜しくお願い致します｡

３. 会務報告
総 務：第17回理事会､ 第32・33回常務

理事会､ 第２回選挙管理委員会､

８０２０支援事業糖尿病歯周病

医療連携研修会・検討会､ 各委

員会概算要求協議､ 総合政策推

進プロジェクト会議､ 県医療審

議会医療法人部会､ 九州地方社

会保険医療協議会､ 健康・省エ

ネシンポジウムin熊本､ 九地連

役員会､ 九州歯科医学大会､ 医

科歯科連携事業に関する打合せ

会､ 第２回県地域医療情報ネッ

トワーク協議会

学 術：県医療・保健・福祉連携学会第

２回企画委員会､ 日歯生涯研修

セミナー

社会保険：社会保険個別相談会､ 保険個別

指導､ 歯科衛生士会チーフ育成

研修会､ レセプトチェックセン

ター

地域保健：笑顔ヘルCキャンペーン､ 糖尿

病対策推進会議実務者研修会

広 報： ｢熊歯会報｣ 11月号校正､ 12月

号編集､ 笑顔ヘルＣ写真コンクー

ル審査会

11月26日(水) 午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長他牛島常務理事を除く全役
員､ 伊藤学院長出席のもと議長を浦田会長､ 議事録署名人を久々山､ 西野両監事､ 浦田会長とし
て第18回理事会が開催された｡
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学校歯科：歯及び口腔の健康づくり指導､

第64回全国学校歯科医協議会､

学校歯科保健推進大会､ 県ＰＴ

Ａ教育振興財団審査委員会

医療対策：医療相談・苦情事例報告､ 九州

各県歯科医療安全対策担当者会､

医療対策講演会

センター・介護：介護支援専門員更新研修､

カルテ・会計チェック､ 昭和薬

品化工株式会社､ 九州・山口口

腔ケアシンポジウム

総務・厚生・医療管理：熊本病診連携事業

説明会､ がん連携運営説明会､

日本歯科医療管理学会九州支部

会役員会

学 院：学生合同就職説明会､ 第１・２

回学院入試委員会､ 学院自衛隊

隊内生活体験､ 学院高校推薦・

指定校推薦入学試験､ 学院運動

会､ 学院役職員会､ 第２回運営

審議会

国保組合：組合地区国保運営協議会事務連

絡会・研修会､ 全協実行運動本

部委員会､ 全歯連通常総会､ 自

民党国民歯科問題議員連盟総会､

国民健康保険組合被保険者全国

大会

４. 報告事項
１. 表彰について

・叙勲 瑞宝双光章

上田 忠 会員 (八代)

平成26年11月10日(月)

伝達式：国立劇場

拝 謁：皇居

・熊本県高等学校功労者表彰

内� 祐一 会員 (天草郡市)

表彰式：平成27年１月23日(金)

熊本県高等学校保健研究協議大会

２. 退会会員について

・故 岩村 泰行 会員 (終身会員／熊本

市) 89歳 平成26年11月１日ご逝去

・故 林 正之 会員 (終身会員／熊本市)

77歳 平成26年11月16日ご逝去

・渡辺 研 会員 (第１種／熊本市) 平成

26年10月31日退会 (閉院による)

・堂上 哲矢 会員 (第３種／熊本市) 平

成26年10月22日退会 (退職による)

・佐藤 さおり 会員 (第３種／菊池郡市)

平成26年10月31日退会 (退職による)

３. 日本歯科医師会関係報告について

・ ｢歯科衛生士法の一部改正の施行｣ 並

びに ｢病院や介護施設等で業務に従事

する歯科衛生士｣ について

・大規模災害等における警察庁と公益社

団法人日本歯科医師会との協力に関す

る協定について

４. 医科歯科連携事業における熊本県医師

会の担当役員について

医科歯科連携事業に伴う､ 熊本県医師

会の窓口となる役員は､ 林邦夫理事を推

薦するとの回答を得た｡

５. 元保険医療機関の指定の取消について

10月20日に開催された九州地方社会保

険医療協議会において､ 保険医療機関・

薬局等の指定の取り消し及び登録の取り

消し等の処分関連の報告がなされた｡

６. 全国基金副審査委員長会議報告につい

て

田口厚生労働省医療管理官の講演にお

いて､ 平成12年と平成25年の保険算定回

数の伸び率から､ 次期診療報酬改定で考

慮している点について言及された旨の報

告がなされた｡

７. 新たな財政支援制度アイデア募集提案

の判定について

平成26年度の新たな財政支援制度のア

イデアとして提出した13事業のうち､ ７

事業が採択され､ ２事業が不採択となっ

た旨の報告がなされた｡ なお､ それ以外

の４事業については､ 財源振替､ 他の補

助金での実施､ あるいは次年度への継続

検討となっている｡

８. 熊本県地域医療情報ネットワーク連絡

協議会について

熊本県地域医療情報ネットワークにつ

いて､ 理事会冒頭で行われた医師会によ

る説明の補足説明がなされた｡

９. 第67回九州歯科医学大会厚生行事 (宮

崎県) の結果について
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熊本県は､ 剣道 (団体の部Ａ) とテニ

ス (団体戦Ａクラス) が優勝した他､ 各

チームとも善戦した旨の報告がなされた｡

10. 電話・文書等による購入要求に対する

注意喚起について

今月末のニュースレター発送時に､ 歯

科医院名の商標登録の使用料や電話等に

よる購買要求等の対応についての注意喚

起文書を同封し､ 全会員へ送付する旨の

報告がなされた｡

11. 平成27年度健康診断の会場 (熊本市及

び上益城郡歯科医師会) について

次年度の健康診断会場及び実施時期に

ついて､ 本会､ 熊本市歯科医師会､ 上益

城郡歯科医師会と熊本市医師会ヘルスケ

アセンターとで協議した結果､ 実施時期

を２期に分け､ 第１期として６月～７月

にヘルスケアセンターにて実施し､ 第２

期として従来どおり９月に県歯会館にて

実施することとなった旨の報告がなされ

た｡

12. 県医師会との医科歯科連携事業に関す

る打合会について

熊本県医師会と医科歯科連携事業に関

する打合会を11月11日 (火) に開催し､

今後､ 各医療連携事業を進めるにあたり､

意見交換会を行い協議会の設置について

等の検討を行うこととなった旨の報告が

なされた｡

13. 熊本県学校保健会協力寄附金について

今年度の県学校保健会協力寄付金額並

びに年度別の寄付金額の推移についての

報告がなされた｡

14. 会計10月末現況について

５. 連絡事項
１. 12月行事予定について

２. その他

○時局講演会 (11月29日(土) 開催) に

ついて (渡辺専務理事)

６. 承認事項
１. 新入会員の承認について (承認)

第１種会員１名､ 第３種会員１名の入

会について承認した｡

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼について (承認)

・歯科医師国民年金基金代議員／歯科医

師国民年金基金

牛島 隆 常務理事

任期：平成27年４月１日～平成30年３月31日

３. 名義後援使用依頼について (承認)

・第17回日本医療マネジメント学会 熊

本支部学術集会／第17回日本医療マネ

ジメント学会

・第５回くまもと笑いヨガフェスティバ

ル／くまもと笑いヨガ倶楽部

以上の名義後援依頼について､ すべて

承認した｡

４. 第８回熊本県医療･保健･福祉連携学会

基調講演シンポジウムのシンポジストの

推薦について (承認)

同学会のシンポジストとして､ 宮坂副

会長を推薦することとした｡

７. 議題
１. 熊本市より子ども医療費助成制度に係

る市外医療機関への ｢現物支給｣ 手続き

の推奨について (承認)

熊本市外の医療機関における ｢現物支

給｣ の手続きの推奨について､ 文書にて

会員への周知を行う形で協力する旨の回

答をすることとした｡ また､ １月24日に

開催される各郡市会長・専務理事連絡会

議においても出席者へ周知することとし

た｡

２. 医療・介護サービス提供体制改革 (財

政支援制度) のアイデア調査票について

(承認)

平成27年度の医療・介護サービス提供

体制改革 (財政支援制度) における事業

アイデアとして､ ５事業を提出すること

とした｡

３. 規則の一部改正案について (承認)

規則の一部改正について原案通り承認

し､ ３月28日開催の臨時代議員会に議案

として上程することとした｡

４. 規程・会則・細則・要領等の一部改正

案並びに新設の承認について (承認)

規程・会則・細則・要領等の一部改正
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案並びに新設について､ 原案どおり承認

した｡

５. 平成27年度総務の事業計画 (案) につ

いて (承認)

平成27年度総務の事業計画 (案) につ

いて原案通り承認し､ ３月28日開催の臨

時代議員会に議案として上程することと

した｡

６. 平成27年度各委員会の事業計画 (案)

並びに予算 (案) について (承認)

平成27年度各委員会の事業計画 (案)

並びに予算 (案) について原案通り承認

し､ ３月28日開催の臨時代議員会に議案

として上程することとした｡

７. 平成26年度熊本県委託事業に係る予算

について (承認)

・平成26年度介護者歯科実技研修事業予

算明細書

・平成26年度８０２０推進事業予算明細

書

以上の補正予算案について原案通り承

認し､ ３月28日開催の臨時代議員会に議

案として上程することとした｡

８. 平成26年度臨時代議員会の日程 (案)

について (承認)

原案通り承認した｡

９. サンスターからの歯科用製品等推薦の

申請について (承認)

原案通り承認した｡ なお､ 会員への試

供品の提供については商品ポスターが完

成した後となることが併せて報告された｡

10. 再入会者の取り扱いについて (承認)

12月入会予定の会員について､ 同会員

は郡市を移動しての再入会であり､ また

退会期間も４ヶ月に満たないことを考慮

した上で入会を認めることとした｡

11. 第２回各郡市会長・専務理事連絡会議

の報告・協議並びに出席者について (承

認)

原案通り承認した｡

12. 部活動補助金交付申請に対する交付額

について (承認)

原案通り承認し､ 補助金を交付するこ

ととした｡ なお､ 補助金額は昨年と同様

とすることとした｡

８. 協議事項
１. 県外出張旅費の見直しについて

県外出張旅費の見直しについて､ 実態

に即した支給形態となるような改正を行

うための協議を行った｡ シミュレーショ

ンを重ね､ 協議資料をまとめなおした上

で､ 継続して常務理事会､ 理事会で協議

することとした｡

２. 会員への発送回数の見直し及び会員発

送物の中の県歯発刊文書のペーパレス化

について

現在､ 月２回行っている会員への定期

発送の見直しについての協議を行った｡

九州各県はすべて月１回又は２ヶ月に１

回の発送となっており､ また経費につい

ても､ 月１回の発送にした場合､ 約160

万円程度の削減となることから､ ペーパ

レス化への取り組みとともに､ 来年４月

実施を目標に検討を進めていくこととし

た｡ また､ １月24日(土) に開催される

各郡市会長・専務理事連絡会議において

も協議することとした｡

９. 監事講評
10. 閉会：中嶋副会長

(広報 加藤 久雄)
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11月９日(日) 午前11時より午後４時までびぷれす広場に
おいて ｢笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント｣ を熊本県の
後援､ 花王株式会社の協力を得て､ 熊本県歯科医師会と熊本
日日新聞社の主催､ 熊本県歯科衛生士会共催で開催した｡
田上常務理事の開会の挨拶に始まり､ 中央に小ステージを
設定し､ オープンイベントの形でスタートした｡
歯科相談､ 口臭測定､ ブラッシング指導､ 熊本歯科衛生士
専門学院紹介の各ブースを設置し会場には笑顔ヘルＣキャン
ペーン写真コンクール入賞作品と全応募作品を展示した｡
歯科相談では日頃の歯科に対する悩みや特に“予防”に関
しての相談が多数あった｡ 口臭測定､ ブラッシング指導では
今の口腔状態がある程度自分で把握でき多くの来場者があり
歯科に関する“健康”への啓発ができた｡
学院紹介ブースは“歯科衛生士”に興味がある多くの学生
が訪れ､ 真剣にスタッフの話に聞き入る姿は､ 将来的には有
望なことであると思われた｡
中央ステージでは午前と午後の２回に分けて熊本県歯科衛
生士会による人形劇 ｢花ちゃん王ちゃん｣ では“フッ素によ
るむし歯予防”に関する劇を行い子供達の注目を集めた｡
また､ 同ステージでは“子育て”“健康”等の講演で有名
なNPO ｢ぺぺぺぺらん｣ さんによる“フッ素を利用したむ
し歯予防”の紙芝居があり来場者に大好評であった｡
街頭アンケートでは1000人以上の回答を得た｡ しかし､
｢8020運動を知らない｣､ ｢かかりつけ歯科
医を持っていない｣､ ｢定期健診を受けてい
ない｣ 等の回答も多くあり更なる若い人達
への啓発の必要性を感じた｡
このキャンペーンは､ 来場される方々が
歯やお口の健康の大切さを認識する大事な
イベントとして確立している｡

(地域保健 小田 哲也)

田上常務理事による笑顔ヘルＣキャンペーン開催の挨拶

開会時のスタッフ

歯
科
衛
生
士
会
に
よ
る
人
形
劇

―中央イベント―

人
形
劇
に
見
入
る
子
供
た
ち

今年は､ ベテランのフッ素マンが復活
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今年も口臭測定を行う人が多かった歯科衛生士会による歯磨き指導､ 口臭測定

写真コンクール応募作品の展示

くまモングッズがもらえる輪投げコーナーは今年も多くの人が楽しんだ｡学院も参加し､ 今年も多くの学生を集めた

歯科医師会会員による歯科相談コーナー人形劇の時の会場内の雰囲気

｢笑顔｣ をテーマとする写真に多くの人が足を止めた
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11月２日(日) 午前９時より､ 水俣

市もやい館にて水俣市主催の ｢健康

まつり｣ が開催された｡ 水俣・芦北

郡市歯科医師会も ｢笑顔ヘルＣキャ

ンペーン｣ の一環として午前中に出

来田会員､ 午後には伊藤会員が参加

した｡ また､ 歯科衛生士会も午後２

時30分時までイベントに参加した｡

イベントでは歯科健診を行い､ ま

た来場者の歯と口の健康についての

相談を受け､ 歯に関する日頃の悩み

などを話されていた｡ むし歯が少なく口腔内

の状態のよい親子を対象とした ｢きらきらハッ

ピーコンテスト｣ 優秀者と ｢8020運動｣ 達成

者には水俣市より表彰状と記念品の贈呈が行

われた｡ 歯科衛生士会は､ ブラッシング指導・

フッ化物塗布などを行い､ 今年も数多くの来

場者が受けていた｡

健康まつりは､ 医師会､ 薬剤師会､ 看護師

会､ 栄養士会など多数の団体が参加している｡

た挨拶があった｡

この事業は行政とタイアップしたオープン

フェスタとして定着し､ 住民の方々への確固

たる“健康”に対する啓発事業である｡ 今後

さらに発展すると思われる｡ (小田 哲也)

10月12日(日) 午前10時から午後３時まで

天草市民センター体育館に於いて ｢天草市健

康フェスタ｣ との共催で笑顔ヘルＣキャンペー

ンが開催された｡ 歯科健診､ 相談､ ブラッシ

ング指導､ フッ素塗布のコーナー､ さらに顕

微鏡による口腔内細菌を明視するコーナーを

設け多数の来場者へ親身に対応した｡ 各コー

ナーではスタッフの説明を真剣に聞き､ 質問､

相談される来場者ばかりで､ 特に“歯周病予

防”“子供のむし歯予防”についての相談が

多く､ あらためて“予防”に対する関心の高

さを認識した｡ また､ 別室において ｢歯の衛

生週間入賞ポスター展示｣ 及び ｢8020よい歯

のコンクール｣ ｢歯の衛生週間ポスターコン

クール｣ の受賞者表彰式を行い､ 山本会長よ

り“歯及び口腔の健康”の重要性に触れ

��������������
―天草市健康フェスタ―

� � � � � � � � � � � � � � �
―健康まつり―

�������� 来場者へ親身に対応

会場を回りスタンプを集めるというイベント

が行われ､ 多くの来場者が各会場を回ってい

た｡

今年は例年より早い時間からの開始となっ

たが歯科健診は､ 一般84名､ 乳幼児25名､ 妊

産婦７名と非常に多数の参加があった｡ 診療

室とは違った雰囲気の中で質問や悩みなどを

聞くことができ､ 大変有意義であった｡

(伊藤 延隆)

歯に関する相談､ 悩みに対応

天草郡市

水俣・芦北郡市



熊歯会報Ｈ.26.12

11

10月26日(日) 午前９時より午

後４時まで､ 上益城郡嘉島町のイ

オン熊本 (通称クレア) 店内１階

催事場にて､ 上益城郡歯科医師会

主催により熊本県歯科医師会・熊

本日日新聞社の後援と上益城郡衛

生士会共催のもと､ 笑顔ヘルＣキャ

ンペーンの一環として無料歯科健

診・相談が行われた｡

当日は､ 晴天に恵まれ､ イオン

モール熊本クレアは､ 早朝から多

数のお客さんが訪れた｡ 10月最後

の日曜日とあって､ 店内は､ 様々

なイベントが行われていた｡ 特に､

ハロウィンの時期とあって､ 仮装した多くの

子供が見受けられた｡

上益城郡歯科医師会では､ この事業の周知

徹底を行うため､ 約１ヵ月前より､ 上益城郡

歯科医師会会員の診療所をはじめとしイオン

熊本の店内､ また､ 各役場､ 健康センター､

保育園､ 幼稚園､ 小中学校に､ 同企画のポス

ターを掲示した｡ また､ 事前に景品交換スタ

ンプ券を各医院に配布した｡ 当日は､ 店内の

数か所の入り口にて､ 健診の案内､ スタンプ

券の配布を積極的に行い､ 集客に努めた｡

健診の主役は､ やはり子供であった｡ 相談

の内容は､ むし歯は無論のこと､ 歯並び､ 噛

み合わせ､ 歯列矯正相談が多数をしめた｡ 健

診とはいえ､ 子供にとっては､ 白衣とマスク

姿の大人は恐怖の存在に映るようで､ 号泣す

る子供も見受けられた｡

健診後は､ 協賛して頂いた花王㈱､ グラク

ソ・スミスクライン㈱､ ㈱ＫＡＷＡＲＹＯ九

州､ アサヒブリテック㈱各社より､ 来場され

た方全員に健診後､ 歯ブラシ､ 歯磨き剤､ お

もちゃ等､ 多数の景品がプレゼントされた｡

特に､ 風船は一番人気で､ 子供の集客には､

欠かせないアイテムであることを再認識させ

られた｡

事前の告知も功を奏し､ 来場者､ 健診者と

も多く､ 大変にぎやかな健診となった｡ 総計

としては780名の来場があり､ その内健診者

は431名であった｡

今回の笑顔ヘルＣキャンペーンの無料歯科

健診・相談は､ 多数の地域の住民の皆様の健

康に少しでも寄与できたのではないだろうか

と思った｡ 来年以降も､ 同様の健診を通じ､

上益城郡歯科医師会の会員として､ 歯科衛生

士会・他の業者の皆様の力をお借りしながら､

微力ながら､ 地域社会に貢献することが出来

れば幸いである｡

(工藤 智明)

―笑顔ヘルＣキャンペーン―

��������������上益城郡
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10月11日(土) 正午から午後３

時30分まで人吉カルチャーパレ

スにて､ 笑顔ヘルＣキャンペー

ンの一環として､ 人吉市歯科医

師会と球磨郡歯科医師会で“糖

尿病予防フォーラムin人吉球磨”

に参加した｡“糖尿病予防フォー

ラムin人吉球磨”は､ 糖尿病患者

の多い人吉球磨において多くの

人に糖尿病を正しく理解しても

らい糖尿病予防の啓発活動を目

的にしたものである｡

フォーラムの内容は公演と体験コーナーで､

公演は木村詠一氏 (エアロビクスチャンピオ

ンでⅠ型糖尿病) 歯科医師会は体験コーナー

での参加になった｡

体験コーナーでは､ 栄養士会が参加者の食

事からカロリーを算出したり栄養バランスを

解説､ 臨床検査技師会はテルモの器械を使い

無料で血糖値の測定などをしていた｡ その他

様々なグループが参加した｡

歯科医師会は､ 歯周病と糖尿病の説明リー

フレット､ 歯周病と早産の説明リーフレット､

キシリトールの試供品､ 歯周病のセルフチェッ

ク表､ 位相差顕微鏡を用意して､

１. 100％キシリトールはインスリンに反応しな

いので､ 糖尿病患者にも使えることを説明｡

２. リーフレットを使い歯周病と糖尿病､ 歯

周病と早産の関係を説明｡

３. 歯周病のセルフチェック表を記入しても

らい歯周病について解説｡

４. 位相差顕微鏡を使い自身の口腔内細菌を

体験｡

以上の形で実施した｡

今回は､ 歯科相談や歯科健診はしなかった

が､ 多くの人に歯周病と糖尿病の関係に興味

を持ってもらい､ 歯周病のセルフチェック表

を持ち帰る人が多かった｡

(相良 吉正)

―笑顔ヘルCキャンペーン―

��������人吉市・球磨郡
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合が終わった他県チームも息をのんで見守っ
た｡ 試合の最中､ 前日一緒に飲んでいた本田
会員が､ 足に故障を訴え､ 手当の為に途中中
断｡ 高松会員曰く､ ｢飲ませすぎたかな､ 焼
酎が足にまわっているかも｣ それでも本田会
員は､ 力強いプレーを続けた｡ 試合は再開､
初め１－３でリードを許していたがその後４－
３と逆転､ そして６－３での勝利で熊本は見
事優勝！宮崎での３連覇を果たした｡ 久しぶ
りの優勝カップを熊本に持ち帰ることができ
た｡ 山口 (一) 会員､ 八木会員の精神的な強
さを目の当たりにできたことに感動した｡ 表
彰式では優勝カップ､ 盾の贈呈が行われ､ 副
賞としてプロテニスプレーヤー杉山愛のサイ
ン色紙､ 宮崎牛など豪華景品が手渡された｡
試合が終わり､ 帰りの焼き肉屋で試合を振り
返り､ 打ち上げを行い改めて来年の沖縄での
勝利を誓った｡ 打ち上げが終わり店から出た
時ちょうど真正面に花火が上がっていた｡ ま
るで優勝を祝ってくれているかのようでみん
なで眺めていた｡
私個人としては５月からテニス部に入部さ
せて頂き､ これからの目標がはっきりし､ 毎
週の練習に気持ちが入るきっかけとなった｡
今大会を通じて宮崎県歯科医師会の皆様には
前日より大変お世話になりました｡ 一生懸命
なおもてなしを感じました｡ テニス会場では
宮崎県歯会の重城会長ともお話しする機会が
あり有意義な時間を過ごすことが出来た｡ 来
年の沖縄開催が今から楽しみです｡

(有働 秀一)

11月９日(日) テニス大会当日の早朝､ 外
は雨模様｡ 試合会場は宿泊したホテルから車
で都城方面へ30分の新設された宮崎市清武総
合運動公園で､ ８時過ぎに集合した｡ 小雨だ
がコートには水は溜まっておらず､ 試合が出
来る状態｡ 熊本から浦田会長を始め渡辺専務
理事他常務理事の皆さん､ 事務局の方々､ ま
た残念ながら雨で中止の野球部や熊本市歯会
事務局の久保さんが､ 遠路はるばる応援､ 激
励に駆け付けて頂いた｡ 始めに宮崎県歯科医
師会より挨拶の後､ 試合要項の説明があり早
速試合が始まった｡ 始め､ 予選リーグで順位
を決め､ Ａパート (上位２チーム)､ Ｂパー
ト (下位２チーム) に分かれトーナメント方
式により優勝を争う｡ 全て６ゲーム先取｡
熊本は肥後もっこすチーム 高松､ 飯田､

山口 (一)､ 山口 (英)､ 八木､ 山根
火の国チーム 小野､ 友枝､ 大塚､ 野村､

木村､ 有働
予選リーグで得失点差で４位となった火の
国チームは別の４面設置のコートに車で移動
しての試合となった｡ 昼前には雨も上がりコー
トコンディションも良好となった｡ トーナメ
ントで木村､ 有働ペア１－６と木村会員が粘
り強いテニスをされたが､ 私が足を引っ張り
振るわなかった｡ しかし小野・大塚ペア６－
４､ 友枝・野村ペア６－１と勝利し､ 準決勝
まで勝ち上がった｡ ナイスショットを連発し
た大塚会員の後ろで､ 小野会員の ｢どうだ｣
という雄姿でコートを後にする姿が印象的だっ
た｡ 友枝・野村ペアも予選リーグで､ 今大会
最強とされる福岡ナンバーワンペアに敗れた
だけの好成績だった｡ その後､ 準決勝では､
１－２で惜しくも敗退した｡ さて､ 肥後もっ
こすチームは､ 予選リーグを勝ち抜くために
ペアを組み替え､ 最小失ゲームで順調に勝ち
進み１位通過｡ トーナメントでは１回戦､ 鹿
児島桜島チームを２－１､ ２回戦沖縄なんく
るチームに３－０で勝利し､ 決勝へ｡ 決勝で
は福岡と当たり､ 高松・飯田ペアが６－３で
見事勝利｡ 山口 (英)､ 山根ペアは４－６の
接戦で惜敗､ 山口 (一)・八木ペアの試合結
果次第となり最大の盛り上がりを見せた｡ 試

熊本県テニス部３連覇

テニス��������������
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上選手は惜しくも敗北しとり返されるが､

副将・中嶋選手が勝利し再びリードと一進

一退の攻防が続き､ 勝負のゆくえは大将戦

へと委ねられた｡ 迎えた大将戦では経験豊

富な牧野選手の燻し銀の試合運びにより引

き分けを堅守し､ 昨年の雪辱を果たすべく

２年ぶりの団体優勝を勝ちとった｡ 一方､

個人戦においては３位太田､ ベスト８中嶋､

中井選手が入賞を果たした｡

帰りのバスでは皆で試合の余韻に浸り､

疲れ切った体を美酒で癒しながら行きとは

また違った面持ちで帰りの道中を楽しんだ｡

しかし､ 途中ＳＡのトイレに小走りで駆け

込む姿が見られる場面だけは行きと同じで

あった｡ 来年も頑張るぞー!!

団体戦の出場選手は以下の通り｡

(Ａチーム) 先鋒・太田､次鋒・三森､中堅・

田ノ上､ 副将・中嶋､ 大将・牧

野

(Ｂチーム) 先鋒・近藤､次鋒・上村､中堅・

中井､ 副将・澤木(直)､ 大将・

西田

尚､ 澤木 (孝) 選手は長崎Ｂチームのス

カウトにより同チーム (副将) にて､ 熊本

Ａチームからの助っ人としてご活躍なさい

ました｡

(太田 文隆)

11月９日(日) に今年も恒例の九

州歯科医学大会剣道大会が宮崎市の

生目の杜運動公園体育館において開

催された｡ 今年は少々長旅になると

いうこともあり､ 予め貸切マイクロ

バス (もちろん運転手付き) での移

動を近藤選手準備のもとに計画した｡

大会前日の学会と同窓会に間に合う

ようお昼に出発！ 昼食時というこ

ともあり早速弁当を開け､ 大半の会

員が楽しみにしていた酒盛りが始まっ

た｡ 弁当の手配は田ノ上選手の担当

であったが､ さすが酒豪!! 酒の肴

としてはベストな内容となっており､ 部員一

同満足げに舌鼓を打っていた｡ また､ 昼間か

ら飲めることの解放感のせいか､ 道中前半か

らハイペースで飛ばしている会員もみられ､

途中予定外の休憩をとり､ ＳＡのトイレに小

走りで駆け込む姿も見受けられた｡

翌日､ 試合は団体戦と個人戦とに分けて行

われ､ 団体戦においては各県合わせて全10チー

ム (１チーム５人制)､ 熊本県からはＡ､ Ｂ

の２チームが出場した｡ 試合形式は､ まず全

10チームが２パートに分かれ予選リング戦を

行い､ 各パート上位２チームが決勝トーナメ

ントへ進出し優勝を争う｡

注目の団体戦の結果は､ Ａチームが第２パー

ト１位､ Ｂチームが第１パート２位で見事予

選を通過｡ 決勝トーナメント準決勝では早く

もＡ､ Ｂの同県対決となり､ ２年前 (熊本大

会) のＡ､ Ｂ決勝対決を思い出させる組み合

わせとなった｡ しかし､ ここでアクシデント!!

Ｂチームの大黒柱､ 大将の西田選手が予選最

終戦でまさかの負傷！ 次戦欠場となりＢチー

ムは大将不在のまま４人で試合に臨むことと

なった｡ 結果､ Ｂチームは健闘するもＡチー

ムが同県対決を制し決勝へ進出した｡ 決勝は

宿敵福岡県チームとの対決となった｡ まず先

鋒の私が先勝をとれず引分けるも､ 次鋒・三

森選手が勝利し一歩リード｡ 次の中堅・田ノ

団体戦Aチーム２年ぶり優勝､ Ｂチーム３位

剣 道��������������
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嬉しさのあまり涙ぐんでおられた｡ 練習量の
差､ 地域性の差､ 課題は多々あるが､ 楽しい
時間を共有できる事が喜びになっている｡ 年々
高齢化の進む中､ 70歳を超える歯科医師ボウ
ラーは鹿児島県２名､ 福岡県３名の合計５名
となった｡ ボウリング大会参加者も各県若い
選手が少しずつ増えてきている｡ 皆さんの貴
重な時間を少しだけご一緒しませんか？毎月
第３土曜日にラウンドワン熊本店で18時から
練習しています｡ 来年は沖縄大会です､ 皆健
康で頑張りましょう｡

(菊竹 茂人)

11月９日､ 小雨の中宮崎エースレーンにお
いて第67回九州歯科医学大会ボウリング大会
が開催された｡ 九州８県より全91名の参加選
手があり､ 個人戦､ ２人チーム戦､ ４人チー
ム戦､ 各３ゲームの合計９ゲームによって今
年の選手権者が選ばれた｡ 各県代表の４人チー
ム戦では､ 優勝宮崎県Ａ､ ２位福岡Ｄ､ ３位
宮崎Ｂで､ 我が熊本Ａチーム (宮井､ 伊藤､
秋山､ 井尾) は僅か20数ピン差で２年連続４
位だった｡
個人総合では､ 井尾会員が堂々の２位に入
賞した｡ 宮崎県チームが優勝したのは初めて
だそうで､ 全種目制覇の網先生 (宮崎) は､

個人総合､ 井尾会員２位入賞

ボウリング��������������
出た!! パーフェクト300!!

―熊本県歯科医師会ボウリング部―

11月１日(土) の夜､ソレは起こった｡九地
連宮崎大会前の合同練習をラウンドワンで部
員全員で真面目に投げ込んでいた最中だった｡
確か５ゲームぐらいを投げ終わる頃だった｡

近くで投げてた私と奥田会員に部員の一人が
神妙な顔､ 真面目な顔､ 尋常じゃない顔をし
て慌てながらも静かに ｢チョット来て！｣ と
小さい声で手招きした｡ 彼の指し示した指先
のスコアボードには見事に９個連続のストラ
イク のマーク｡ それは水俣の伊藤延隆会員
のスコアだった｡ 周りで見てる私達は息を凝
らしながら静かに10個目､ 11個目のストライ
クを見た｡ 一般のお客さんも後に集まって来
ていた｡ そしてナント12個目もストライク～
パーフェクト300達成の瞬間だった｡ やっと

部員全員､ 歓声をあ
げて笑顔の伊藤会員
とハイタッチ交わし
喜んだ｡ すごかった！
目撃した私達はラッ
キーだった｡ 今年の
九地連宮崎大会も期
待できそうな気がし
てきた｡ もちろん私
はパーフェクトなん
か出した事ないし伊
藤会員も今回初めての事だったみたいだが
部員の中にはもう４､ ５回パーフェクトを
出してる達人も居る｡

(春野 惟一)

�������������������������
パーフェクト達成時の伊藤会員
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―学生合同就職説明会―

たため､ 学生が立ち寄りやすいようにとブー

スをスタッフに任せて遠巻きに見守っている

ドクターの姿もあった｡

約２時間の合同説明会はあっという間に時

間が過ぎ､ すでに夏季休暇中に院内見学をし

ていた学生も､ この様に一堂に会して多くの

医院の話や雰囲気に触れる機会が持てたこと

は､ 今後の就職活動や就職先の決定に有効・

有用である｡

また､ 医院側も自院のアピールをして適し

た人材の求人活動を行えたことで､ 双方にメ

リットがある有意義な場になったと思われる｡

熊本市に限らず､ 郡市の各地区でも歯科衛

生士不足や確保の難しさが言われている昨今､

この就職説明会が縁となり､ ドクターやスタッ

フがより良い環境で患者に満足してもらえ診

療ができるよう､ 新人歯科衛生士のこれから

の活躍を期待したいものである｡

(総務･厚生･医療管理 中嶋 千帆)

10月19日(日) 午前10時から県歯会館４階

大ホールにて､ 熊本県歯科医師会合同就職説

明会が行われた｡

これは主に､ 県内の熊本歯科衛生士専門学

院､ 熊本歯科技術専門学校､ 九州看護福祉大

学口腔保健学科の在校生ならびに既卒歯科衛

生士を対象とした就職説明会である｡ 昨年度

初めて行われたものだが､ 今後も続けてほし

いとの声も多く､ 今年度も開催されることと

なった｡

会員の求人事業所は46件､ 資料のみの参加

が４件の計50件で､ 約８割が熊本市内､ 他は

阿蘇から人吉まで多数に及んだ｡ また､ 学生

の参加人数は､ 昨年度より若干少なめの62名

で､ 主に学院と中島学園の生徒であった｡ た

だし､ 今回は県外の歯科衛生士養成校にも呼

び掛けを行ったため､ 福岡や鹿児島からも数

名の参加者が見られた｡

まず､ 学生の就職説明が始まる前に伊藤明

彦学院長より､ 事業所側にオリエンテーショ

ンや注意事項が述べられた｡ その後､ 緊張の

面立ちで入室した学生は､ 事前に郡市ごとに

分けられた医院の一覧表が配られているため､

それを手に気になるブースへ足を運んでいた｡

各事業所のブースには各々が持ち込んだパ

ソコンやパンフレット､ チラシなどで院内の

特徴やスタッフの写真掲示など学生の興味を

引くような趣向を凝らしていた｡ 学生はドク

ターや先輩衛生士を前に､ 真剣な顔つきで事

業所説明に耳を傾けていた｡

事業所の参加者は､ 各２名と限定されてい

����������
好評の説明会

�� ��������
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―糖尿病・歯周病医療連携研修会―

経緯､ HbA1cを共通の指標とした今後の連

携のあり方等について､ 自院における実績等

を交えながら詳細に解説した｡ 次に､ 城敦哉

副委員長が３つのケースを想定し､ 実際の帳

票を用いた医科歯科相互でのやりとりの方法

について､ 糖尿病歯周病医療連携報告書､ 糖

尿病連携手帳等の記載方法に関して説明を行っ

た｡

最後に､ 実際に現在挙がっている質問事項

に回答する形で社会保険の椿誠理事が ｢診療

情報提供書及びＳＰＴの算定について｣､ 具

体的かつ臨床現場に即した講演を行った｡

参加者は約90名､ 新たに ｢糖尿病・歯周病

医療連携協力医｣ に登録していただいた会員

は40名余であった｡ 糖尿病と歯周病が相互に

負の影響を与えることは明確なエビデンスが

蓄積されてきている｡ これまでも各診療所単

位では医科との連携は行われてきたと思われ

るが､ 今回の研修会が医療連携について系統

だてて理解し､ 行動するきっかけとなれば幸

いである｡

(地域保健 城 敦哉)

10月25日(土) 午後３時より､ 県歯会館に

て糖尿病・歯周病医療連携研修会が開催され

た｡ 冒頭､ 県歯宮坂圭太副会長が､ 『今後ま

すます医療連携の重要性は増してくる｡ しっ

かり研修していただき今後につなげていただ

きたい』 と挨拶し､ 研修会が始まった｡

まずはじめに､ 熊本大学大学院生命科学研

究部附属臨床医学教育研究センター古川昇准

教授による ｢糖尿病の基礎知識と最近の話題｣

という演題で講演が行われた｡ 糖尿病とは､

インスリン作用の相対的不足により引き起こ

された持続する高血糖を主徴とし､ 特有の細

小血管症を伴う疾患であるが､ 糖尿病の病態､

分類・診断､ 合併症､ 管理・治療についても

分かりやすく講演された｡ 最新の糖尿病治療

薬に関する知見についてはその作用機序につ

いて詳細に説明があった｡ さらに､ 昨年５月

に開催された日本糖尿病学会で採択された熊

本宣言について､ 及びＤＭ熊友パス (糖尿病

地域連携パス) の紹介があった｡

次に､ 学術担当の井上裕邦理事が､ ｢糖尿

病と歯周病について｣ と題し､ 糖尿病・歯周

病相互の関連性について学術的な観点､ 並び

に最新のエビデンスに基づいて講義を行った｡

2013年に糖尿病学会が発表した ｢科学的根拠

に基づく糖尿病診療ガイドライン2013｣ を示

し､ 糖尿病と歯周病は相互に負の影響を与え

ること､ メタアナリシスによれば､ 重症の糖

尿病患者に歯周治療を行うと歯周治療を行わ

なかったコントロール群と比較してHbA1c

は約0.4％改善することなどを説明した｡

その後､ 地域保健委員会から ｢糖尿病歯周

病医療連携マニュアル｣ の説明が行われた｡

まず､ 田上大輔常務理事が総論として ｢糖尿

病歯周病医療連携の概要｣ と題しこれまでの

���������� �� ��
講演中の古川准教授
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―救急救命講習会＆荒尾市総合防災訓練―

����������
10月17日(金) 午後７時30分より荒尾消防署

にて救急救命講習会が荒尾市医師会と合同で行
われた｡ これは荒尾市総合防災訓練参加のため
の事前講習も兼ねて毎年開催されている｡
今年も講師には荒尾市民病院救急救命科勤務

の松園幸雅氏をお迎えして１部：救急救命処置
に関する講義＆実習､ ２部：トリアージについ
て講演された｡ 本会では毎年行っているものの､
やはり日常生活で頻繁に遭遇する事では無いの
で､ 参加者は受講後の実習で心臓マッサージの
リズムや人工呼吸の比率等を一つ一つの手順を
再確認しながら実施していた｡
そして11月３日(月) 午前９時より荒尾市の

ショッピングモール駐車場の一部を使用して総
合防災訓練に参加した｡ これは有明海を震源と
した震度６強の直下型地震が発生したと想定し､
各関係団体による消火訓練・がれき撤去・車両
事故救急救命・倒壊家屋からの被災者救助・防
災ヘリによる救助訓練などが行われた｡ 本年度
本会から選抜された５名の会員はバス同士の車
両事故で負傷し救出された多くの乗客を医師会､

看護士会の方々と共にトリアージの補佐を行う
訓練に臨んだ｡ その際､ 負傷者役の有明高校看
護科の学生の本番さながらの演技のお陰で､ 現
場は緊張感のある雰囲気の中､ 訓練が行われた｡
一方で本年度は災害時歯科医師がイニシアチ
ブを取る口腔内所見から身元を確認する ｢検死｣
訓練が行われなかったことは来年度の課題とし
て検討してもらえたらと思う｡

(坂田 輝之)

荒尾市歯科医師会

毎年訓練は欠かせません！

10月31日(金) 午後６時30分より司ロイヤル
ホテルに於いて平成26年度臨時総会が開催され
た｡ まず始めに森会長より挨拶があり､ その中で
現在行っている下記事業について説明された｡
・がん連携：この度玉名中央病院と提携に向け
た協議を始めている事｡
・フッ化物洗口：横島小学校､ 豊水小学校が今
年度モデル校に選ばれ今年度中にフッ化物洗
口を始める事｡
・在宅診療：医師会､ 薬剤師会と連携しながら
歯科医師会全体で更に進めていく事｡
続いて議長､ 副議長にそれぞれ國�拓会員､

増田憲敏会員が選出され､ 上半期の会務報告､
会長・専務会議､ 代議員会､ 評議員会､ 国保組
合からの報告が行われた｡ 議事に入り第１号議
案から第４号議案が協議され全ての議案が承認

可決された｡ 協議事項は親子会員の入会金の問
題などを話し合った｡ 臨時総会は無事終了､ そ
の後は懇親会場に場所を移し､ お酒を酌み交わ
しながらお互いの近況などを語り､ 楽しい時間
を過ごした｡ (永廣 有伸)

―臨時総会―

�������������玉名郡市歯科医師会

全ての議案が承認可決された
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10月18日(土)､ 19日(日) の２日間､ 年に１

度の会員旅行が参加者14名で行われた｡ 今回の
旅行は ｢ぐるり神戸＆神戸牛グリルの旅｣ と言
う事で､ 皆で神戸観光してあの有名な神戸牛を
堪能しようという趣旨の旅行である｡
午後２時に新玉名駅に集合して新幹線に乗っ

て､ 一路神戸を目指し出発した｡ 新幹線に乗り
込むなり早くも車内で一次会が始まり､ 片道３
時間の道のりであったが､ 参加者の大半が神戸
に着くころにはすっかり出来上がっていた｡
夕刻にはホテルにチェックイン､ その後神戸

牛専門店に移動してディナーを頂いた｡ 店内は
ほとんどが若いカップルで席がうまっていた｡
赤ワインで乾杯後神戸牛を使った前菜から始ま
りミンチ肉のパイ包みやアワビのバター焼き等､
シェフも私たちの為に時間をかけ丁寧に料理し
てくれ色々な料理が少しずつゆっくり出てきた｡
メイン料理の神戸牛ステーキまで約２時間30分
ほど要した｡ 肉は柔らかく噛むと肉汁がお口の
中に広がりとても美味しかった｡ デザートと食
後のコーヒーを飲み､ 神戸牛を堪能した３時間
30分のディナーコースであった｡ その後はそれ
ぞれ神戸の夜を楽しんだ｡

翌日は自由行動｡ ９時30分には皆ホテルをチェッ
クアウトして各々で神戸の街を楽しんだ｡ ちな
みに私たち数名は循環バスで､ ベイエリアに移
動し神戸ベイクルーズに乗り､ 海から神戸の街
並みや瀬戸内海の景色を楽しんだ｡ 南京町では
中華料理を食べ､ 北野異人館では町を散策して､
神戸を１日満喫して４時の新幹線で帰路につい
た｡ 今回の旅行は､ ２日間とも快晴で天候に恵
まれ､ 神戸での短い滞在時間であったがとても
楽しく､ 機会があったら又行ってみたい街であっ
た｡ (山本 浩喜)

���������玉名郡市歯科医師会

神戸で和気あいあい

―玉名郡市歯科医師会会員旅行―

天草郡市歯科医師会

10月11日(土) 午後３時に本渡南公園にて､

毎年恒例の歯恩の碑の清掃作業が行われた｡ 14

名の会員が､ 診療後のお疲れのところ､ 清掃に

参加した｡ 石碑の周りの木の葉を高枝切りバサ

ミにて丁度いい長さに揃えるのがなかなか難し

かった｡ 約２時間の作業の後､ お茶で喉を潤し､

無事今年も清掃を終えた｡

(松原 崇士)

―歯恩の碑清掃―

���������
14名が参加
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11月１日(土) 午前11時45分福岡空港発13時

55分新千歳空港着の飛行機にて北海道へ｡

ただちに㈱ヨシダ北海道支店を訪問､ 新型ユ

ニットの見学､ 今回の１番の目的である根管治

療用R相ロータリー､ TFアダプティーファイ

ルの説明を聞き､ 会員から多くの質問が出て有

意義な１時間30分の研修を終えた｡

その後ホテルへ直行｡ 稲留会員紹介 ｢ひょうた

ん寿司｣ で北海道の海の幸を堪能した｡ 日も暮

れ会員は当然 ｢すすきの｣ へ二次会に繰り出した！

２日目は札幌市内の市場へ鮮魚の朝食をとり､

その後蟹､ イクラ､ 干物等をお土産として買い

物を楽しんだ｡ 午後からはJRにて小樽へ移動｡

ランチでラーメンを頂き､ その後運河クルージ

ング等名所の運河の散策を楽しんだ｡ 札幌へ戻

り､ 鮮魚・十勝牛の炭火炙りの夕食で再び生気

を養い ｢すすきの｣ へ繰り出した｡

３日目は寝不足を解消するため朝食は各自自

由に取り正午には空港へ到着した｡ 再び北海道

の名菓の買い物を楽しんだ｡

会員の普段の行いの良さからか北海道滞在中

は15～17℃の異例の暖かさで防寒具が無駄になっ

たほどの気候であった｡ 会員が北海道を離れた

後は６℃と冷え込み札幌では雪が降るかもとの

予想であった｡

その後まだ明るい福岡空港へ無事到着し解散

となった｡ 非常に有意義な研修旅行で有った｡

参加者は所用や体調不良などで５名に止まった｡

(山村 礼二)

球磨郡歯科医師会

５名の参加者だった

10月25日(土) 午後２時より上天草市松島町
の向陽寺にて第56回天草郡市歯科医師会歯牙供
養祭が行われた｡ 今回は大矢野地区会員が宇土
郡市より移管されて初めての供養祭となり､ 同
じ上天草市内の松島で行われることとなった｡
布井専務理事の開会の辞の後､ 山本会長の祭

文奏上が行われ､ ｢かかりつけ歯科医師として
患者様の摂食・嚥下の手助けをし､ 歯科医師会
としても地域の方々の歯科保健の向上に一層努
めていかねばなりません｡｣ と述べられた｡ 読
経の流れる中､ 一人一人が焼香を行い､ その後
に向陽寺の住職がギターの弾き語りによるユニー
クなお笑い説法で例年になく和やかな供養となっ
た｡ 自分も過去二度この向陽寺での歯牙供養祭

の記事を書かせてもらったが､ 前回まで記事の
メインだった ｢歯抜けの羅漢さん｣ の石像は､
完全に主役を取って代わられている感じだった｡

(槌本 亮二郎)

―第56回歯牙供養祭―

������������
住職がギターの弾き語り

天草郡市歯科医師会
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10月18日(土)､ 19日(日) 菊池郡市三師会親

睦旅行が行われ唐津へ向かった｡ 車中､ 乾杯と
共に､ ０次会が始まり､ 参加者は居酒屋のよう
な雰囲気で宿泊先の唐津ロイヤルホテルに到着｡
雄大な玄界灘と松浦川､ 日本三大松原の一つに
数えられる ｢虹の松原｣ を望む絶好のロケーショ
ン｡ 熊本から脱出して､ 非日常の環境がテンショ
ンを上げてくれた｡
懇親会はヤリイカや石垣鯛のお造りなど､ 旬

の地魚をふんだんに使った食べきれない程の海
鮮料理に舌鼓を打ちながら､ お酒を楽しみ､ 日
頃は話すことのない他科の参加者との懇親を図
ることが出来た｡ 玄界灘の荒波の中で育った魚
は身が引き締まっていて美味しかった｡
２日目も快晴に恵まれ､ オーシャンビューの

レストランで朝食をとり､ 観光組､ 釣り組､ ゴ
ルフ組に分かれての行動となった｡ 観光組は､
呼子の朝市から始まり､ 名護屋城博物館､ 唐津
迎賓館､ 旧高取邸を巡り唐津の伝統や文化を楽
しんだ｡

釣り組は､ 波もあまり高くなく釣りをするに
は絶好のコンディションで園木会員が大物のア
コウを釣り上げられたとのこと｡ 美味しかった
でしょうね｡
ゴルフ組は､ 佐賀ロイヤルゴルフクラブにて
プレー｡ 自然と競い､ ときには戯れ､ ときには
癒されながら､ 自然と一体になれた｡ 結果は北
川会員が85にて優勝｡
一年間仕事頑張って､ 来年も行くぞと決意し
た｡ (工藤 謙太郎)

―三師会親睦旅行―

�����菊池郡市歯科医師会

車内からテンションは上がりっぱなしであった｡

天草郡市歯科医師会

―第51回天草歯科学会―

�������������
10月25日(土) 午後３時より第51回天草歯科
学会が上天草市松島町岬亭で行われ､ 多くの歯
科医師とスタッフが参加した｡ 例年旧本渡市で
行われることが多い行事であったが今年は上天
草市松島町での開催となった｡ 今回は講師に富
山県高岡市ご開業の牧野明氏をお招きして 『歯
周基本治療で治る 歯周基本治療で治す』 のタ
イトルで講演を頂いた｡
講演では ｢歯周治療はそれ自体が目的である
だけでなく､ 補綴処置､ インプラント治療等の
前に当然終えてあるはずの歯科臨床の基礎｣ と
いうスタンスの元に､ 歯周治療における基本治
療の可能性を追求するような症例が示された｡
プロービングデプス６㎜オーバーは歯周外科の
適応症といわれるなかで質の高い基本治療を行
うことにより外科処置なしでうまく対処できる
ことも多いことが示された｡
超高齢化が進む天草においては外科的侵襲を

伴わない歯周治療は望ましい治療法であるが､
このためには担当歯科衛生士の手技の向上が必
要なことも示された｡ 歯周基本治療の重要性と
効果が示され､ 今回我々歯科医師とそれ以上に
歯科衛生士のモチベーションが上がったと思わ
れた｡ (内� 祐一)

質の高い基本治療を行うことが大切｡
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10月25日(土)・26日(日) に阿蘇郡市歯科医

師会親睦旅行が一泊二日で行われた｡ 会員同士
の親睦を深める目的で企画され本年は佐賀県唐
津市 ｢水野旅館｣ が目的地であった｡
当日は18名の会員が参加し貸し切りバスにて

小国町から南下しながら参加者が合流し乗車す
ぐからビール､ おつまみ等握りしめバス内は小
さな宴会場を呈していた｡
17時過ぎに目的地到着｡ 唐津城と早稲田佐賀

中学校・高等学校に囲まれた海岸沿いにあり唐
津藩初代藩主 寺沢公が400年前名護城から移
設した武家屋敷門をくぐり数寄屋造りの部屋に
入ると唐津湾を一望できる眺望は山に暮らす我々
には別天地であった｡
19時からの宴会にそなえて檜風呂に入ったり

海岸沿いを散策したりと自由な時間を過ごした｡
宴会では市原会長の挨拶後､ 玄界灘の海の幸

を堪能し糖尿病・歯周病連携等或は日々の診療
などの話で大いに盛り上がった｡ 旅館のご厚意

で別室に二次会会場を準備していただき夜中ま
で時間が過ぎて行った｡
翌日は朝から ｢熱燗｣ をたしなむ強者もいる
中､ 朝食を取り旅館を出発し博多へと向かった｡
途中 ｢おさかな村｣ ｢伊都菜彩｣ ｢博多駅アミュ
プラザ｣ を回り ｢アサヒビール園｣ で昼食であっ
た｡ ここでも焼肉､ 生ビール､ ウイスキーをお
腹一杯食し阿蘇に向って帰路についた｡ 充実の
二日間であった｡ (丸野 克之)

―親睦旅行―

������阿蘇郡市歯科医師会

雰囲気よく皆笑顔

年末年始の事務局休業のお知らせ

仕事納め 平成26年12月27日(土) 午後12時30分・業務終了

年末・年始休業期間 平成26年12月28日(日)～平成27年１月４日(日)

仕事始め 平成27年１月５日(月) 午前８時30分・業務開始
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―歯の健康ランド―

��������������������������
子供達も楽しみながら指導を受けていた

10月26日(日) 午前10時より ｢歯の健康ラ

ンド｣ が熊本市動植物園で開催された｡ 当日

は天気に恵まれ､ 快晴のもと､ 多くの来場者

で賑わった｡

歯科相談コーナーでは､ むし歯や歯並びに

関心を持っている保護者が多く､ 諸問題を歯

科受診してもらって解決してもらうよう勧め

ることができた｡ また､ 子供だけでなく､ 保

護者自身､ あるいはおじいちゃんおばあちゃ

んまで､ 積極的に相談にこられる方も多く､

意識の高さを感じた｡

ブラッシングコーナーでは､ 中島学園の生

徒さんが懇切丁寧に分かりやすく指導し､ 子

供達も楽しみながら真剣に取り組んでいるの

が印象的だった｡

フッ化物洗口コーナーでは､ 興味を持つ保

護者さんがたくさんおられ､ 歯科医院での定

期的な塗布の必要性､ 有効性を伝えると､ ぜ

ひお願いしたいという方が多かった｡ まだま

だ一般にフッ素に関する認識が浸透していな

いことを感じた｡

それぞれのブースでスタンプラリーを行い､

景品には絵本､ ブラシ､ 歯磨剤､ 玩具 (ＫＡ

ＷＡＲＹＯ九州提供) を用意した｡ みんな楽

しそうに選んでいたのが微笑ましかった｡

また恒例のステージイベントでは､ オーラ

ルケアクイズ､ 中島学園の生徒さんによる演

劇 (アナと雪の女王) と､ ミッフィーによる

ショーが行われ､ 盛大に満員の会場は盛り上

がった｡

ステージイベントも盛大に盛り上がった

今後とも新樹会活動にご協力を�
無料歯科相談ではむし歯や歯並びの相談が多かった

今年で22回目の開催となった歯の健康ラン

ドだが､ たくさんの方のご支援をいただいて､

無事終了することができた｡ 今後とも継続し

てこのイベントを盛り上げていきたいと思う

ので､ 今後とも新樹会活動にご協力承ります

よう､ 宜しくお願い致します｡

(議長 渡辺 裕文)
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

小柳 一哉
(オヤナギ カズヤ)

熊本市南区銭塘町2144

銭塘町ノーベル
ファミリー歯科

①患者様とのコミュニケー
ションを取る｡
②ゆとりある歯科治療

第第１１種種会会員員

③スウェーデンオレブロメディカルセンター顎
顔面口腔外科での手術歴､ 聖路加国際病院で
の手術歴等を日々の治療に活かして安心安全
を目標としていきます｡

④神奈川県歯科医師会､ 東京都歯科医師会､ 埼
玉県歯科医師会から今回熊本県歯科医師会に
お世話になりますが､ 今までの経験を活かし､
社会保険について役に立てればと思います｡

國廣 眞佐子
(クニヒロ マサコ)

宇城市松橋町浦川内824-8

吉永歯科医院

第第３３種種会会員員

� �
岩村 泰行 先生
平成26年11月１日 ご逝去 89歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和25年５月４日謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

林 正之 先生
平成26年11月16日 ご逝去 77歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和43年７月11日
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歯科医師､ 医療従事者の方は
届出をお忘れなく

－熊本県健康福祉部－

わが国に居住している歯科医師は､ 歯科医

師法により２年に１度氏名､ 住所などの届出

をすることが義務付けられています｡ 今年は

この届出の年にあたりますので､ 忘れずに届

出を行ってください｡

また､ 医療従事者等についても､ 歯科医師

と同様に､ 各法律に定められた届出が必要で

す｡ 医療機関等を開設されている方は､ 職員

の皆様への周知についてもよろしくお願します｡

記

１ 提出期限：平成27年１月15日 (木)

２ 調査日：平成26年12月31日現在

３ 対象者：

《歯科・医師医師・薬剤師の各免許をお持ち

の方すべて》(就業中・未就業を問いません)�届出票について
・医療機関などにお勤めの方

12月中旬頃までに､ 各保健所 (山鹿市に

ついては山鹿市役所福祉課) から勤務先を

通じて配布されます｡

・勤務先に届出票が届かない場合やお勤めで

ない方

各保健所窓口または厚生労働省ホームペー

ジ (http://www.mhlw.go.jp/) で入手で

きます｡

※熊本市保健所からの配布時期・方法につい

ては､ 熊本市保健所までお問い合わせくだ

さい｡�届出先について
住所地を管轄する保健所に持参又は郵送

(FAX不可)

なお､ 医療機関等で取りまとめる場合は､

勤務先を管轄する保健所でも届出可｡ (山

鹿市所在の医療機関等については山鹿市役

所福祉課に提出されても差し支えありません｡)

※届出を行わない場合は､ ｢医師等資格確認

検索システム｣ に氏名等が掲載されません｡

《歯科衛生士・歯科技工士として就業中の方》

(未就業の方は届出は不要です)�届出票について
12月中旬頃までに､ 各保健所 (山鹿市に
ついては山鹿市役所福祉課) から勤務先を
通じて配布されます｡
勤務先に届出票が届かない場合などは､
４の問い合わせ先にお問い合わせください｡�届出先について
勤務先を管轄する保健所 (山鹿市につい
ては山鹿市役所福祉課) に持参又は郵送
(FAX不可)
４ お問い合わせ先
熊本市保健所 (096)364-3186

熊本市中央区大江5-1-1
宇城保健所 (0964)32-2416

宇城市松橋町久具400-1
有明保健所 (0968)72-2184

玉名市岩崎1004-1
山鹿保健所 (0968)48-1202

山鹿市山鹿465-2
山鹿市役所福祉課 (0968)43-1167

山鹿市山鹿987-3
菊池保健所 (0968)25-4156

菊池市隈府1272-10
阿蘇保健所 (0967)32-0535

阿蘇市内牧1204
御船保健所 (096)282-0041

上益城郡御船町辺田見400
八代保健所 (0965)33-3197

八代市西片町1660
水俣保健所 (0966)63-4104

水俣市八幡町2-2-13
人吉保健所 (0966)22-3107

人吉市寺町12-1
天草保健所 (0969)23-0172

天草市今釜新町3530

県庁各課でもお問い合わせを受け付けてい
ます｡
【医師・歯科医師・薬剤師関係】
県庁健康福祉政策課 (096)333-2194
【歯科衛生士・歯科技工士関係】
県庁医療政策課 (096)333-2205

熊本県 健康福祉部 健康福祉政策課
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会 務 報 告 自 平成26年10月17日
至 平成26年11月20日

所管 日付 摘要 出席

総 務

10月19日
学生合同就職説明会
事業所：46件､ 学生：62名

八木・牛島常務理事､ 池嶋委員長他
２委員

21日

第17回理事会
【承認事項】 (１) 新入会員の承認 (２) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼

(３) 名義後援使用依頼
【議 題】 (１) 第３種会員用ニュースレターの掲載内容 (２) 会員懇談会の開催期日・次第

(３) 代議員会における古希会員表彰の見直し ほか
【協議事項】 (１) 平成26年度 ｢九州｣ ｢中国・四国｣ 地区歯科医師会役員連絡協議会の提出協議題

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

22日
くま歯キャラバン隊 (熊本市東部４支部)
受講者：17名

村上学術委員

25日

糖尿病・歯周病医療連携研修会
受講者：87名
講師：熊本大学大学院 古川昇先生 ほか

宮坂副会長､ 田上常務理事､ 城副委
員長､ 井上・椿理事他３委員

糖尿病・歯周病医療連携検討会
宮坂副会長､ 田上常務理事､ 城副委
員長他３委員

26日
月次監査
９月末現況

久々山・西野監事

県歯剣道部壮行会 (熊本市) 渡辺専務理事

27日

県医療審議会医療法人部会 (県庁) 浦田会長

総合政策推進プロジェクト会議
(１) BP製剤の医歯連携 (２) 医歯連携協議会 (３) 未入会者対策

小島・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
田上・八木・牛島常務理事､ 椿・井
上理事

28日 九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

30日 第２回選挙管理委員会
三隅委員長他全委員､ 浦田会長､ 渡
辺専務理事､ 八木・牛島常務理事

31日
地域連携の会鶴田病院との講演打ち合せ (牛島歯科医院) 牛島常務理事

熊本地裁・簡易裁判所調停委員勉強会 (熊本地方裁判所) 前野会員

11月２日 職員研修旅行 (長崎県) 澤田事務局長他職員

３日
健康・省エネシンポジウムin熊本 (熊本市国際交流会館) 小島副会長

故岩村泰行会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 (熊本市) 浦田会長

４日
第32回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 歯科医師国民年金基金代議員の推薦
(３) 平成27年度総務の事業計画 (案) ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

７日 第35回全国歯科保健大会会長招宴 (大阪マリオット都ホテル) 浦田会長

８日

第67回九州歯科医学大会厚生行事 (宮崎観光ホテル)
俳句

九地連役員会 (宮崎観光ホテル) 浦田会長

第67回九州歯科医学大会受付事務職員説明会 (宮崎観光ホテル) 岡・宮�係長他２名
第67回九州歯科医学大会 (宮崎観光ホテル)
本県参加者：28名 (会員26名､ スタッフ２名)

浦田会長､ 渡辺専務理事

９日
第67回九州歯科医学大会厚生行事 (宮崎県内各所)
剣道､ テニス､ ゴルフ､ ボウリング､ 囲碁

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木・牛島常務理事

10日 各委員会概算要求協議 (総務・厚生・医管､ 学術､ 地域保健､ センター・介護)
宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 田上・
八木・牛島常務理事､ 松本・井上理
事

11日

医科歯科連携事業に関する打合会 (県医師会館) 小島副会長､ 田上・牛島常務理事

各委員会概算要求協議 (広報､ 学校歯科､ 医療対策､ 社会保険)
中嶋・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
八木常務理事､ 加藤・大林・冨屋・
田中・椿理事

12日 第２回県地域医療情報ネットワーク協議会 (県医師会館) 宮坂副会長

13日
第50回九州調停委員大会 (鹿児島市民文化ホール) 前野会員

支払基金理事長との面談 浦田会長

18日

故林正之会員 (熊本市) 告別行弔辞奉呈 (熊本市) 浦田会長

第33回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 規則の一部修正
(３) 平成26年度臨時代議員会の日程 (案) ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

19日
総合政策推進プロジェクト会議
(１) BP医科歯科連携の進行状況 (２) アンケート内容確認 (３) 財政支援制度 ほか

小島・宮坂副会長､ 伊藤学院長､ 渡
辺専務理事､ 田上・八木・牛島常務
理事､ 椿・井上理事

20日 熊本県警察歯科医会打合せ
浦田会長､ 小嶋副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木・牛島常務理事､ 伊藤学院
長､ 荒木警視､ 牛島警視

学 術

10月17日 県医療・保健・福祉連携学会第２回企画委員会 (県医師会館) 小島副会長

25日 日歯生涯研修セミナー事前打合せ会 (鹿児島県歯会館) 牛島常務理事

26日 日歯生涯研修セミナー (鹿児島県歯会館) 牛島常務理事
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社会保険

10月25日

社会保険個別相談会
相談者：３名

田中理事､ 桐野・橋本副委員長他３
委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者・個別相談会日程 (３) 近県社保担当者会議

田中・椿理事､ 清水委員長他12委員

11月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：２名

田中理事

７日
社会保険個別相談会 (八代市)
相談者：１名

山口委員

12日
社会保険個別相談会 (荒尾市)
相談者：１名

田中理事､ 反後委員

13日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 金本副委員長､ 渡辺・中村委員

16日 県歯科衛生士会チーフ育成研修会 田中理事

地域保健

10月26日
笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談 [上益城郡] (イオンモール熊本・イオン熊本店) 上益城郡歯会会員

歯の健康ランド (熊本市動植物園) 田上常務理事､ 加藤理事

31日 笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ 田上常務理事､ 加藤理事

11月２日 笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談 [水俣芦北] (水俣市総合もやい直しセンター) 水俣芦北郡市会員

８日

笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談 [玉名郡市] (各会員診療所) 玉名郡市歯会会員

笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談 [荒尾市] (各会員診療所) 荒尾市歯会会員

笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談 [球磨郡] (至15日) (各会員診療所) 球磨郡歯会会員

９日
笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント (熊本市・上通びぷれす広場)
来場者：1,243名

田上常務理事､ 加藤理事他７委員

県糖尿病対策推進会議・実務者研修会 (熊大附属病院) 村上会員

14日

歯科衛生士会との打合せ会
(１) 協会けんぽ・生活歯援プログラム事業

田上常務理事､ 赤尾・二宮委員

地域保健委員会
(１) 糖尿病・歯周病医療連携ネットワーク

田上常務理事､ 川瀬委員長他全委員

16日
熊本自営会SST (生活技能訓練) 講演会及び歯科健診 (熊本市)
受講者：12名

赤尾・蔵本委員

広 報

10月20日
笑顔ヘルＣ写真コンクール審査会
応募総数：141点

加藤理事､ 立本副委員長

22日
広報小委員会
(１) 会報11月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

28日
広報小委員会
(１) 会報11月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

11月14日
広報委員会
(１) 会報12月号・編集

加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

学校歯科

10月17日
歯及び口腔の健康づくり指導 (津奈木小学校)
平成27年度小学校入学予定者の就学時健康診断
講師：山田郁子先生

山田衛生士

22日 第78回全国学校歯科保健研究大会前日夕食会 (松江市) 浦田会長

23日 第78回全国学校歯科保健研究大会 (第１日目) (島根県民会館) 浦田会長､ 大林理事､ 宇治委員

24日 第78回全国学校歯科保健研究大会 (第２日目) (島根県民会館) 大林理事､ 宇治委員

11月１日
歯及び口腔の健康づくり指導 (八代ハーモニーホール)
フッ化物洗口についての説明会

宮�会員
６日 第64回全国学校歯科医協議会 (ホテル日航金沢) 浦田会長

15日
学校歯科保健推進大会
受講者：100名
講師：山田良広先生

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 大林理事､ 河原委員長他全委員

20日
歯及び口腔の健康づくり指導 (宇土中学校)
保健指導 (ブラッシング指導及びフッ化物洗口練習等)

勇委員､ 衛生士３名

県ＰＴＡ教育振興財団審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策

10月18日 九州各県歯科医療安全対策担当者会 (佐賀県歯会館) 冨屋理事､ 岡田委員長､ 我那覇委員

11月８日
医療対策講演会 ｢苦情対応のポイント｣
受講者：60名

冨屋理事他８委員

19日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療安全担当者会について (３) 委員提出協議題 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

センター･介護

10月18日
センター・介護委員会
委託事業打ち合わせ

松本理事､ 今藤委員､ 越川衛生士

21日 介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 松本理事

29日
県庁との打合せ
(１) 新財政支援制度

田上常務理事､ 松本理事

31日
センター・介護委員会
(１) 委託事業研修日程・内容確認 (２) 県介護支援専門員実務研修
(３) 障がい者アンケート作成

松本理事､ 平井委員長他５委員

11月１日 センターカルテ・会計チェック 松岡センター長



熊歯会報 Ｈ.26.12

28

所管 日付 摘要 出席

センター･介護

11月５日
昭和薬品化工株式会社との打合せ
(１) 在宅医療ネットワーク (２) 熊本市との連携

宮坂副会長､ 松本理事

７日
センター・介護小委員会
(１) 障がい者アンケート作成 (２) 委託事業日程確認

松本理事､ 平井委員長他１委員

14日
九州・山口口腔ケアシンポジウム打合せ
(１) シンポジウム打ち合わせ

宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 八木・
牛島常務理事

15日 第31回日本障害者歯科学会総会および学術大会 (仙台国際センター) 松本理事

16日
第31回日本障害者歯科学会総会および学術大会 (仙台国際センター) 松本理事

県歯科衛生士会チーフ育成研修会 平井委員長

20日
センター・介護小委員会
アンケート作成

松本理事､ 平井委員長他１委員

総務・厚生・
医療管理

10月18日

下益城郡健康診断 (宇城市働く女性の家)

がん医科歯科連携登録歯科医のための全国共通ナショナルテキスト講習会 (宇土・上益城・
下益城会場) (宇城市・ウイングまつばせ)
受講者：28名

八木常務理事､ 工藤委員､ 下益城・
長濱専務､ 宇土・森専務､ 中野理事

22日 熊本病診連携事業説明会 渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事

23日 熊本病診連携事業説明会 渡辺専務理事､ 牛島常務理事

24日 球磨郡健康診断 (あさぎり町免田保健センター)

11月６日
健康診断打ち合わせ
(１) 熊本市・上益城郡健康診断会場 (２) 会場変更に伴う実施日
(３) 市ヘルスケアセンターでの受診時間

牛島常務理事､ 熊本市・瀬井理事､
上益城・清村専務理事

11日 がん連携運営説明会 (公立玉名中央病院) 牛島常務理事､ 玉名歯会・森会長

15日 日本歯科医療管理学会九州支部会役員会 (佐賀県歯会館) 牛島常務理事

16日 第16回日本歯科医療管理学会九州支部学術大会・総会 (アバンセ (佐賀県)) 牛島常務理事

学 院

10月19日
学生合同就職説明会
事業所：46件､ 学生：62名

伊藤学院長

20日 第１回学院入学試験委員会 浦田会長､ 伊藤学院長他６名

22日
学院自衛隊隊内生活体験 (至24日) (自衛隊北熊本駐屯地)
１年生Ｂ班：24名

伊藤学院長他２名

25日 学院高校推薦・指定校推薦入学試験 伊藤学院長他５名

27日 学院運動会 (坪井川緑地公園) 伊藤学院長

29日 第２回学院入学試験委員会 浦田会長､ 伊藤学院長他６名

11月１日
学院推薦入学試験合格者発表
合格者48名

７日 学院役職員会 伊藤学院長他２名

13日 第２回運営審議会 浦田会長､ 伊藤学院長他８名

国保組合

10月22日 全協実行運動本部委員会 (東京・都市センターホテル) 浦田理事長

25日 全歯連通常総会 (ホテル日航福岡) 浦田理事長､ 上野副理事長

29日 自由民主党国民歯科問題議員連盟総会 (自民党本部) 浦田理事長

11月12日 組合地区国保運営協議会事務連絡会・研修会 澤田事務局長３名

19日 国民健康保険組合被保険者全国大会 (憲政記念館) 澤田理事長､ 桑田常務理事








